
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも健康な体でどこまでも 

 

健翔会だより 
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◎本紙に関するご意見、ご質問がありましたら 

お気軽にどうぞ❢ 

 

＜担当＞高橋，青北 

TEL 0877-45-8686 FAX 0877-45-8883 
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けん しょう かい 

 

堀口 裕 先生 

活性酸素が病気をつくる 

人は生きるために食べ物をたべて、エネルギーをつくる必要が

あります。エネルギーになる食べ物は大きく分けて 3 つです。

糖、たんぱく質、脂(あぶら)です。これらは体の至る所の細胞

で使われますが、より多くのエネルギーを引き出すために酸素

を利用します。しかし酸素が原因で、活性酸素と呼ばれる細胞

をサビさせる物質が発生します。実はこの活性酸素のために細

胞が傷つき、病気の細胞から病気が起こるのです。 

活性酸素を消す抗酸化物質とは 

細胞で発生する活性酸素は、幸いにも細胞で作られる物質や食

べ物に含まれる物質によって消すことができます。一般に抗酸

化物質といいます。代表的なものにビタミン C(かんきつ類)や

ビタミン E(アボカド)、コエンザイムキューテン(いわし)、グ

ルタチオン(レバー)、アルファリポ酸(ほうれん草)などがあり

ます。しかし心身のストレスやオーバーワークが続くと活性酸

素の発生量が多くなり、消去するために多量の抗酸化物質が必

要になります。また食事で摂る抗酸化物質の量が少ないとき

も、十分に活性酸素を消すことができません。 

還元電子治療器が電子を補充する 

抗酸化物質が活性酸素を消す作業は、抗酸化物質が持っている

“電子”によって行われます。上述のように私たちは日々の 

   

生活で抗酸化物質（電子）の不足に陥っているため、活性

酸素を十分に消すことができず、何らかの病気に罹ってし

まいます。そこで不足する電子を補充するために「還元電

子治療器」をつくりました。図に示すように、体内では抗

酸化物質同士で電子の受け渡しが行われています。その源

流になっているのがアルファリポ酸です。還元電子治療器

からの電子はもっぱらアルファリポ酸に供給され、以後グ

ルタチオンやコエンザイムキューテンへ渡され、最終ビタ

ミン C やビタミン E へ到達します。 

アルファリポ酸は強力に炎症を消す 

還元電子治療器を実践するときは、食べ物でアルファリポ

酸を摂っておくことが重要です。最近では栄養補助食品

(サプリメント)もでていますので、それを利用されてもよ

いです。その場合 1 日 50～100 ミリグラムを目安にして

ください。またアルファリポ酸は体で発生している炎症を

消す作用があります。炎症は病気の進行を助長します。た

とえば癌が発症した場合、同じ部位に、同じ種類の同じ大

きさの癌でも、より大きい炎症を持つ患者さんの方が進行

します。還元電子治療器とアルファリポ酸の共同作業で、

体の炎症をよりしっかりと消すことが可能になります。 

健康なときに健康をつくる 

日本人は世界のなかでも平均寿命が長いです。でも健康で

長生きしている人は、ほんの一握りです。長きに亘って働

くだけ働いて、最終病気になったのでは、とてもつまらな

い人生に思えます。最期まで元気よく過ごしたいもので

す。それには健康で過ごしている時に将来の健康をつくる

しかありません。皆さん、是非健康を勝ち取りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
 

   

 

  

 

皆さん、お元気ですか。 

またお会い出来たらいいですね♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
者
解
説 

両
親
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。
で
も
、
介
護
は 

体
験
し
た
者
し
か
わ
か
ら
な
い
苦
労
が
あ
り
ま
す
。 

エ
ナ
ジ
ー
で
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 
 

ご
両
親
の
感
謝
の
ご
様
子
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 

頑
張
り
賞 

作
者 

中
島
輝
子
様 

埼
玉
県
在
住 

 
 

『
主
治
医
か
ら 

今
日
で
終
り
ま
す
と 

言
わ
れ
て
も
』 

作
者
解
説 

十
六
年
間
の
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
通
院
を
続
け
ま
し
た
が
、
先
生
か 

ら
「Ｃ
Ｔ
、
内
視
鏡
検
査
に
再
発
転
移
の
所
見
な
し
が
続
い
て
い
ま
す
の 

で
、
次
回
の
予
約
は
な
し
に
な
り
ま
す
。
何
か
変
わ
っ
た
時
に
は
す
ぐ
来 

て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」と
二
人
で
聞
き
ま 

し
た
が
、
う
れ
し
さ
と
不
安
で
大
丈
夫
で
す
か
と
先
生
に
言
っ
た
時
に 

は
、
先
生
は
に
こ
に
こ
顔
で
「今
ま
で
の
よ
う
に
生
活
し
て
下
さ
い
。
」と 

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
放
射
線
や
い
ろ
い
ろ
な
薬
を
使
い
続
け
て
治
療 

を
続
け
ま
し
た
が
、
Ｍ
ｉ
治
療
器
エ
ナ
ジ
ー
を
堀
口
先
生
の
説
明
を
聞 

き
な
が
ら
、
長
年
使
い
続
け
た
お
か
げ
で
す
。
家
族
中
で
エ
ナ
ジ
ー
で 

頑
張
る
勇
気
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 
 

お
元
気
に
な
れ
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。 

 
 

 

エ
ナ
ジ
ー
賞 

作
者 

テ
ベ
ス
・
メ
ン
ド
ー
サ
様 

香
川
県
在
住 

『
エ
ナ
ジ
ー
で 

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド 

水
戸
黄
門
』 

作
者
解
説 

夕
食
後
、
水
戸
黄
門
を
見
な
が
ら
治
療
し
て
い
る
と
、 

気
が
つ
け
ば
一
件
落
着 

寝
て
し
ま
っ
て
い
て
、
ど
ち
ら
も
気
分
壮
快
！ 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 
 

最
期
ま
で
健
康
で
い
け
れ
ば
、
正
に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
す
。 

 

努
力
賞 

作
者 

谷
本
昭
子
様 

岡
山
県
在
住 

 
 

『
エ
ナ
ジ
ー
は 

夜
と
朝
と
の 

お
友
達
』 

作
者
解
説 

新
聞
販
売
店
な
の
で
夜
寝
る
時
と
朝
仕
事
が
終
わ
っ
た
時
と 

二
度
か
け
て
休
ん
で
い
ま
す
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

時
間
を
や
り
く
り
し
て
治
療
器
を
か
け
て
い
る
様
子
に
共
感 

し
ま
す
。 

 感
謝
賞 

作
者 

宮
本
明
美
様 

香
川
県
在
住 

『
古
希
す
ぎ
て 

こ
き
つ
か
わ
れ
る 

か
い
ご
か
な
』 

 

  
 

     

  

 
 

 
 

 
 

 

次
回
の
ご
応
募
締
め
切
り
日
は
五
月
十
五
日
で
す
。 

健
翔
会
だ
よ
り
一
一
五
号
は
六
月
一
日
発
行
分
に
掲
載
致
し
ま
す
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳 

選
考
委
員
会 

 

 

第
十
三
回
「
け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳
」入
選
作
品 

大
賞 
作
者 

藤
沢
貴
代
子
様 

岡
山
県
在
住 

『
二
度
寝
し
て 

母
に
呼
ば
れ
て 

目
を
さ
ま
す
』 

作
者
解
説 

二
度
寝
を
し
て
い
る
と
〝
貴
代
子
〟
と
や
さ
し
い
母
の
声
で
目
が 

さ
め
た
。
会
い
た
か
っ
た
母 

夢
に
出
て
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！！ 

 院
長
コ
メ
ン
ト 

 

 
 

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。 

 

院
長
賞 

作
者 

森
井
孝
子
様 

香
川
県
在
住 

『
院
内
で 

迎
え
て
く
れ
る 

お
ひ
な
さ
ま
』 

作
者
解
説 

心
和
む
美
し
い
物
語
で
す
。 

 院
長
コ
メ
ン
ト 

 
 

沢
山
の
患
者
さ
ん
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

             
 

   
 

 

  

★患者様のご厚意で院内に展示させて 

頂きました 


